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唐代道教の文字観―『雲笈七籤』巻７訳注研究 
 









西域）の 64 種類の文字名を列挙している。その 64 種類の名称は、仏典『普曜経』巻 3 などに
あげられたものである。要するに、陳継儒にとっては、天竺の文字を代表するのがこの 64 種類


















統道蔵』第 2 冊第 142 頁上段を意味する）。『雲笈七籤』当該部分の 32 項目はすべてそこにみえ、







いており、巻 6・巻 7 それぞれの冒頭に『道門大論』の書名がある。それなのに、巻 7 の『道
門大論』だけ『三洞神符記』にもとづくような編集作業をおこなうだろうか、という疑問であ
る。巻 6 の「十二部」と「三十六部」は、そこがもとづいている『道蔵』本『洞玄霊宝玄門大
義』（後述）の章立てとほぼ並行しており、巻 7 も同様である[大淵 1997､p226]。したがって、
巻 7 だけわざわざ『三洞神符記』にもとづくと考えるより、巻 7 も『洞玄霊宝玄門大義』にも
とづくと考える方が自然である。ただしこの場合、巻 7 の後半に『洞玄霊宝玄門大義』とは関
係ない、各書からの引用を続けて編集したのはなぜか、という疑問が生じる。巻 7 の後半は一


















義』（以下、『玄門大義』）を参考する。なお『玄門大義』の活字版が『中華道蔵』第 5 冊にある。 




P.2256 である。この『通門論』も佚書であり、敦煌本は唐の開元 2 年(714)の写本である。撰者
の宋文明は、『太平御覧』巻 666 所引の唐の尹文操『老子聖紀』によれば、梁の簡文帝のころの







蔵』第 5 冊に王卡による校釈があり参考になるが、若干満足できない部分がある。たとえば 512


















































































































































































― 8 ― 
洞（大洞・洞玄・洞神）の三種類の尊神を現出させる根源の三種類の気のこと。『霊宝洞玄自然
九天生神章経』序（『雲笈七籤』巻 16 所引）による。 
(8)『九天生神章』の引用文は(7)の『通門論』の文章のあとにみえる。そこでは底本の「天地万
化」を「天地万物」につくる。この文章は『雲笈七籤』巻 16 所引『九天生神章』(ただし「三

















































ついて説明している。この 1109 字は、この文章以下で説明される 4 分類の天書の総数である。
つまり「五篇真文」668 字＋「諸天内音」256 字＋「五方元精名号」63 字＋「無音解」122 字＝
1109 字となる。「五篇真文」の 668 字については、『太上洞玄霊宝赤書玉訣妙経』巻上[道蔵 6-186
中]にみえる「五篇真文」の翻訳（玉訣）では 668 字でここのとおりだが、『元始五老赤書玉篇
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は『霊宝無量度人上品妙経』巻 1[道蔵 1-4 下]の「元洞玉暦」ではじまる一節にみえる。これに
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景九文紫鳳赤書経旧文、蔵在太上六合紫房之内。天人侍衛其経」とここに相当する文章がみえ
る。この経典は『雲笈七籤』巻 4「玄都九真盟科上品伝経篇」に引く『玄都上品』第五篇に『紫
鳳赤書』とみえるほか、同じく巻 9・巻 106 にも『紫鳳赤書』という名称がみえる。『無上秘要』






















































































度人本行妙経」とあるが『道蔵』には未収。『無上秘要』巻 15[道蔵 25-32 下]の「赤明天帝」の
























































(1)『太上霊宝諸天内音自然玉字』巻 3「大梵隠語無量洞章」[道蔵 2-545 下]にみえる。前出。 
(2) 同上[道蔵 2-546 下]にみえる。 
(3) 同上[道蔵 2-547 上]に天真皇人のことばとしてみえる。 
(4) 同上[道蔵 2-545 下]に天尊のことばとしてみえる。「元始天尊は天真皇人に命じて、大梵隠
語の正真の音について注解させ、それによって道の教えを俗人にもわかりやすくさせ、十方の
世界に広げさせようとした」。 







(6) 同上[道蔵 2-562 中]にべつべつにみえる。「五合の義」もそこにみえるが、道蔵本では文章

















































































本は初唐には『三皇経』(『洞神経』)第 6 巻を成していたと考えられる[大淵 1997、p252]から、
















(1)『雲笈七籤』巻 8「釈三十九章経」第 7 にそのままみえる。『太平御覧』巻 676(3b)には、『大
洞玉経』の引用として後半部分だけみえる。 
 




























































































































































































[道蔵 34-63 上]にみえる。また『無上秘要』巻 24「真文品」[道蔵 25-70]にここの引用文がそっ
くりみえる。また部分的には、『無上秘要』巻 32「伝経年限品」[道蔵 25-110 中]、『三洞殊嚢』
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げて紹介している。『三洞殊嚢』として引用される文は、『太上霊宝諸天内音自然玉字』巻 4 末
尾[道蔵 2-563 中]にみえる。ただし道蔵本は「磧」につくる。 
(2)『五符』の引用文は『太上霊宝五符序』巻下[道蔵 6-335 下]にみえる。 
(3)『太上洞玄霊宝赤書玉訣妙経』巻下[道蔵 6-194 中]にみえる。 



























































































                                                      
1 京都大学人文科学研究所の『真誥』訳注をはじめ、神塚淑子[1999]・謝世維[2007]など。 
2 この 64 の文字についてはサンスクリット語で現存する『ラリタヴィスタラ（Lalitavistara）』にみえ、64
という数字には根拠があるといえる。『ラリタヴィスタラ』については、外園幸一『ラリタヴィスタラの研
究』（大東出版、1994 年）を参照。 





































                                                      
3 吉川忠夫・船山徹訳『高僧伝』第 1 冊（岩波文庫、2009 年、p44）の注に「天書」の語の用例を紹介して
いる。 
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＊ 本稿は平成 20 年度専修大学長期在外研究の成果の一部である。 
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参考図「五篇真文」（道蔵本） 
 
 
